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令
和
６
年
度

令
和
６
年
度  

予
算
を
審
査

予
算
を
審
査

　
３
月
定
例
会
で
は
、
令
和
6
年
度
の
三
郷
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
予
算

を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
一
般
会
計
予
算
は
、
前
年
度
に
比
べ
19
億
５
千
万
円

（
３・５
％
）
の
増
額
と
な
る
５
８
０
億
５
千
万
円
で
、
予
算
規
模
と
し
て
過
去
最
大

と
な
り
、
17
年
連
続
で
前
年
度
予
算
を
上
回
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

市税�市税�
220億3,619万円�220億3,619万円�
38.0%38.0%

国庫支出金�国庫支出金�
117億5,714万円�117億5,714万円�
20.3%20.3%

市債�市債�
53億9,760万円�53億9,760万円�
9.3%9.3%

繰入金�繰入金�
46億2,610万円�46億2,610万円�
8.0%8.0%

県支出金�県支出金�
38億9,057万4千円�38億9,057万4千円�
6.7%6.7%

地方消費税交付金�地方消費税交付金�
32億5,000万円�32億5,000万円�
5.6%5.6%

諸収入�諸収入�
15億4,108万9千円�15億4,108万9千円�
2.7%2.7%

繰越金　10億円　1.7%繰越金　10億円　1.7%

地方交付税�地方交付税�
20億円20億円
3.4%3.4%

その他その他
25億5,130万7千円　4.3％25億5,130万7千円　4.3％

歳　入歳　入
580億
5,000万円

一般会計

歳入区分 説　　　明
市 税 市民税、固定資産税など
国 庫 支 出 金 特定の事業に対して国から交付されるお金
市 債 市が長期にわたって借りるお金
繰 入 金 基金などから繰り入れるお金
県 支 出 金 特定の事業に対して県から交付されるお金
地方消費税交付金 地方消費税のうち、三郷市分として交付されるお金
地 方 交 付 税 財政状況に応じて国から交付されるお金
諸 収 入 学校給食納付金、有価物等売却代など
繰 越 金 前年度一般会計から繰り越されるお金
そ の 他 分担金、負担金、使用料、手数料、地方譲与税など

○重点テーマ以外の事業
◦�コンビニエンスストア等での証明書交付手数
料の減額（一律100円）
◦特定健康診査の自己負担額無料化
◦�みさとシティハーフマラソン大会を日本陸上
競技連盟公認大会として開催
　など

令和６年度の主な事業 重点テーマ3つの柱

◦�三郷料金所スマートインターチェンジのフル
インター化
◦南部地域拠点防災コミュニティ施設整備
◦トイレトレーラー購入

○持続可能な拠点の形成
　～まちづくりは道づくり～

◦�自動翻訳システムの導入、遠隔窓口システムの
増設
◦�各種申請書の自動作成等が可能になるスマー
ト窓口の拡大
◦言語聴覚士等による朗読会の開催

○多様性のある地域の確立
　～地域コミュニティの充実～

◦�（仮称）瑞沼学校給食センターで中学校給食の
提供開始（令和７年１月予定）
◦通所による産後ケアの開始
◦�認可保育園等における障がい児預かりに対す
る補助を拡大

○�質の高い教育と切れ目ない�
子育て支援の強化

　～子どもたちの成長を見守る・夢を育む～

きらりとひかる田園都市みさと
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　５つの特別会計予算は、各常任委員会で審査し、本会議に
おいて可決しました。

　昨年、新型コロナウイルス感染症が
５類感染症へ移行して以来、社会経済
活動が本格的に再開し、ようやくこれ
までの日常が戻ってまいりました。本
市におきましても多くのイベントを４
年振りに開催できたところでございま
す。
　一方、社会情勢に目を向けますと、
少子高齢化の進行、社会のデジタル化、
災害の激甚化など、市民生活や事業活
動に変化をもたらす事象が数多く存在
しております。
　本市といたしましては、妊産婦や子
育て家庭への支援、高齢者が健康で生
きがいを持って暮らせるための取り組
み、市の業務にデジタル技術を活用す
ることによる利便性向上や効率化など
をさらに推進してまいります。
　新年度におきましても皆様にご理解
を賜りながら、社会の変化に的確に対
応していくための施策を積極的に展開
するとともに、本市のさらなる発展に
向け『ふるさと三郷　みんながほほえ
むまちづくり』を推進してまいります。

※�３月定例会初日に市長から施政方針の表明
がありました。

三郷市長　木津　雅晟

特別会計予算令和６年度

区分別 予算額

国民健康保険 歳入歳出 127億70万4千円

介護保険 歳入歳出 109億3,716万1千円

後期高齢者医療 歳入歳出 22億3,036万円

上水道事業※
収　入 33億5,727万1千円

支　出 40億4,430万3千円

公共下水道事業※
収　入 56億8,283万2千円

支　出 65億387万8千円

歳出区分 説　　　明

民生費 こども、高齢者、障がい者などへの福祉全般の事業
に使うお金

教育費 学校運営の費用や公民館、体育施設の管理運営な
どに使うお金

総務費 住民票の交付、市税の課税徴収など、市の総括的な
事務に使うお金

公債費 市の借金を返済するために使うお金
土木費 道路や河川、公園整備などに使うお金
衛生費 予防接種やごみの収集などに使うお金
消防費 消火・救急活動などに使うお金
その他 議会費、商工費、農林水産業費など

歳　出歳　出
580億
5,000万円

一般会計

民生費�民生費�
284億630万6千円284億630万6千円
48.9%48.9%

教育費教育費��
70億2,299万4千円�70億2,299万4千円�
12.1%12.1%総務費総務費��

69億5,018万7千円�69億5,018万7千円�
12.0％12.0％

公債費�公債費�
48億6,112万4千円�48億6,112万4千円�
8.4%8.4%

土木費�土木費�
44億8,236万8千円�44億8,236万8千円�
7.7%7.7%

消防費�消防費�
17億3,103万円�17億3,103万円�
3.0%3.0%

その他その他
10億5,121万3千円　1.8%10億5,121万3千円　1.8%

衛生費�衛生費�
35億4,477万8千円�35億4,477万8千円�
6.1%6.1%

令和６年度 施政方針
三郷市の更なる発展に向けて
　ふるさと三郷
　　みんながほほえむまちづくり

【特別会計別予算一覧表】

※�上下水道事業は収益的収支（維持管理など）と資本的
収支（建設改良など）の合計額です。

令和６年度予算を審査　施政方針
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具
の
対
象
品
目
と
し
て
加
え
た

際
に
は
、
本
市
で
も
給
付
対
象

と
し
た
い
。

問　
こ
ど
も
医
療
費
支
給
事
業

に
つ
い
て
、
埼
玉
県
の
助
成
対

象
が
令
和
６
年
４
月
か
ら
拡
大

さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
影
響

額
は
。

答　
埼
玉
県
か
ら
の
補
助
金
の

対
象
は
、
未
就
学
児
の
み
か
ら

通
院
は
小
学
校
３
年
生
ま
で
、

入
院
は
中
学
校
３
年
生
に
ま
で

拡
大
さ
れ
、
４
千
万
円
の
増
額

見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
、
相
談
支
援
事

業
、
民
間
保
育
所
等
運
営
支
援

事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま

し
た
。

税
・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
値
上
げ
に
市

民
の
暮
ら
し
は
ま
す
ま
す
厳
し

く
な
る
こ
と
か
ら
反
対
す
る
」

が
あ
り
ま
し
た
。

《
健
康
福
祉
常
任
委
員
会
》

問　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

補
助
事
業
に
つ
い
て
、課
題
は
。

答　
樹
木
の
剪
定
な
ど
技
能
を

必
要
と
す
る
仕
事
の
受
注
が
多

い
が
、
就
業
で
き
る
会
員
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
、
セ
ン
タ
ー
で
樹
木
選
定
講

習
会
等
を
開
催
し
て
後
継
者
の

育
成
に
努
め
て
い
る
と
聞
き
及

ん
で
い
る
。

問　
日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

に
つ
い
て
、
在
宅
で
人
工
呼
吸

器
を
使
っ
て
い
る
か
た
に
対
す

る
災
害
時
等
の
支
援
体
制
は
。

答　
発
動
発
電
機
人
工
呼
吸
器

外
部
バ
ッ
テ
リ
ー
等
を
給
付
し

て
い
る
。
自
家
発
電
機
等
、
災

害
時
に
必
要
な
も
の
に
つ
い

て
、
今
後
、
国
が
日
常
生
活
用

標
地
図
と
し
て
明
確
化
し
、
農

地
バ
ン
ク
を
通
じ
た
農
地
の
集

約
化
等
を
推
進
す
る
た
め
の
業

務
で
あ
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
総
合
計
画
等
策

定
及
び
管
理
業
務
、
車
両
管
理

事
務
、
人
権
推
進
事
業
、
消
防

団
機
械
器
具
置
場
新
設
事
業
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
一
度
き
り

の
定
額
減
税
・
給
付
金
で
は
物

価
高
騰
で
幾
重
に
も
苦
し
む
市

民
生
活
の
立
て
直
し
に
は
ま
っ

た
く
見
合
っ
て
い
な
い
。
国
保

い
る
が
、
公
開
型
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ�

（
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
）が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
利
便
性
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
増
額
か
。

答　
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
デ
ー
タ
通
信
量
が
増
え
る
と

い
わ
ゆ
る
速
い
回
線
が
必
要
と

な
る
。
速
い
回
線
の
導
入
の
検

討
な
ど
に
伴
っ
た
予
算
の
増
額

で
あ
る
。

問　
農
業
委
員
会
費
、委
員
会・

事
務
局
運
営
事
業
に
つ
い
て
、

目
標
地
図
素
案
作
成
業
務
の
内

容
は
。

答　
改
正
農
業
経
営
基
盤
促
進

法
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
を
地
域

計
画
と
し
て
法
定
化
し
、
地
域

の
農
業
者
等
の
話
し
合
い
に
よ

る
将
来
の
農
地
利
用
の
姿
を
目

《
総
務
常
任
委
員
会
》

問　
文
化
施
設
手
数
料
、
希
望

の
郷
交
流
セ
ン
タ
ー
使
用
料
に

つ
い
て
、
令
和
５
年
度
予
算
と

比
べ
減
額
で
見
込
ま
れ
て
い
る

理
由
は
。

答　
令
和
５
年
度
の
予
算
は
収

入
の
状
況
が
不
明
で
あ
っ
た
た

め
、
全
体
の
稼
働
率
を
多
く
見

積
も
っ
て
算
出
し
た
。
令
和
６

年
度
予
算
は
、
令
和
５
年
４
月

か
ら
８
月
ま
で
の
使
用
料
の
平

均
を
と
り
算
出
し
た
と
こ
ろ
、

令
和
５
年
度
と
比
べ
減
額
と

な
っ
た
。

問　
情
報
処
理
機
器
及
び
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
管
理
事
業
に
つ
い
て
、

通
信
運
搬
費
が
増
額
と
な
っ
て

（
一
般
会
計
）

常
任
委
員
会
の
審
査
概
要

　
議
案
を
く
わ
し
く
審
査
す
る
た
め
に
開
か
れ
た
、
各
常
任
委
員
会

で
の
令
和
６
年
度
予
算
に
関
す
る
質
疑
・
討
論
の
要
旨
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

令和５年２月オープンの希望の郷交流センター令和５年２月オープンの希望の郷交流センター
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常任委員会の審査概要（一般会計）

で
読
書
活
動
を
行
う
。
小
学
生

に
お
い
て
は
、
１
・
２
年
生
を

対
象
に「
イ
ベ
ン
ト
」か「
授
業
」�

を
学
校
が
選
択
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
学
校
保
健
支
援

事
業
、
青
少
年
育
成
事
業
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

《
建
設
水
道
常
任
委
員
会
》

問　
市
内
小
中
学
校
の
校
庭
を

活
用
し
た
雨
水
貯
留
施
設
の
設

計
業
務
の
詳
細
は
。

答　
こ
れ
ま
で
小
中
学
校
16
校

の
校
庭
に
お
い
て
整
備
を
し
て

き
た
が
、
令
和
６
年
度
は
高
州

小
学
校
の
校
庭
に
お
け
る
整
備

の
設
計
を
行
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
貯
留
の
容
量
は
、
約�

１
，０
０
０
㎥
と
想
定
し
て
お

り
、
令
和
７
年
度
中
の
工
事
着

手
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
三
郷
中
央
駅
前
広
場
再
整

備
に
お
け
る
令
和
５
年
度
の
進

捗
状
況
は
。

答　
三
郷
中
央
駅
ロ
ー
タ
リ
ー

に
お
け
る
タ
ク
シ
ー
乗
り
場
と

バ
ス
停
の
集
約
・
再
配
置
案
に

つ
い
て
、
交
通
事
業
者
に
説
明

を
行
い
、
お
お
む
ね
了
承
を
い

た
だ
い
た
。

問　
に
お
ど
り
公
園
ス
テ
ー
ジ

の
改
修
に
つ
い
て
、
詳
細
は
。

答　
ス
テ
ー
ジ
の
床
面
を
拡
張

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

階
段
の
幅
も
拡
張
し
、
階
段
部

分
で
も
演
者
が
利
用
で
き
る
よ

う
改
修
す
る
。
ま
た
、
ス
テ
ー

ジ
背
面
の
壁
を
左
右
方
向
に
拡

張
す
る
こ
と
で
、
背
面
か
ら

の
風
に
よ
る
影
響
の
低
減
を
図

る
。

　
そ
の
ほ
か
、
治
水
対
策
普
及

啓
発
事
業
な
ど
に
つ
い
て
審
議

し
ま
し
た
。

　

討
論
と
し
て
、「
昨
年
度
と

比
べ
土
木
費
が
減
額
と
な
っ
て

い
る
が
、
市
民
要
望
に
よ
る
歩

道
の
整
備
等
の
た
め
に
、
さ
ら

な
る
予
算
確
保
が
必
要
な
た
め

反
対
す
る
」
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

が
で
な
い
よ
う
、
埼
玉
陸
連
な

ど
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
る

専
門
機
関
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の

方
々
と
相
談
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

や
参
加
枠
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問　
市
内
一
斉
清
掃
事
業
に
つ

い
て
、市
民
へ
の
周
知
方
法
は
。

答　
こ
れ
ま
で
町
会
長
等
連
絡

会
議
で
案
内
を
行
っ
て
い
た
が
、

町
会
に
加
入
し
て
い
な
い
、
自

治
会
が
解
散
し
た
な
ど
様
々
な

居
住
環
境
が
あ
る
た
め
、
今
後

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
の

周
知
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
の

計
画
は
。

答　
令
和
５
年
度
の
成
果
を
ふ

ま
え
、
市
内
の
中
学
生
が
休
日

の
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
と
し
て
参

加
で
き
る
よ
う
広
め
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

問　
「
日
本
一
の
読
書
の
ま
ち
」

推
進
事
業
に
つ
い
て
、
出
版
社

と
連
携
し
た
活
動
を
行
う
と
の

こ
と
だ
が
、
詳
細
は
。

答　
小
学
校
と
幼
児
施
設
な
ど

　

討
論
と
し
て
、「
物
価
高
騰

等
に
よ
り
市
民
生
活
は
逼
迫
し

て
い
る
。
子
育
て
支
援
の
前
進

は
見
ら
れ
た
が
、
抜
本
的
な
施

策
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
り
、

安
心
し
て
子
ど
も
が
育
て
ら
れ

る
環
境
整
備
、
高
齢
に
な
っ
て

も
元
気
で
暮
ら
せ
る
た
め
の
施

策
を
求
め
、
反
対
す
る
」、「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ

る
厳
し
い
家
計
に
、
物
価
高
騰

等
の
打
撃
を
受
け
や
す
い
高
齢

者
や
子
育
て
世
代
に
対
応
し
た

新
規
事
業
、
拡
充
、
継
続
さ
れ

た
事
業
は
、
財
政
状
況
の
厳
し

い
中
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

も
の
と
考
え
賛
成
す
る
」
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

《
文
教
経
済
常
任
委
員
会
》

問　
ス
ポ
ー
ツ
協
会
支
援
事
業

に
つ
い
て
、「
み
さ
と
シ
テ
ィ

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
」
が
公
認

レ
ー
ス
に
な
る
影
響
は
。

答　
参
加
を
希
望
す
る
市
民
の

方
々
が
人
数
制
限
に
よ
り
影
響

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議

で
は
、各
常
任
委
員
長
か
ら

審
査
報
告
が
な
さ
れ
、討
論・

採
決
の
結
果
、賛
成
多
数
で

可
決
し
ま
し
た
。

三郷中央駅タクシー乗り場三郷中央駅タクシー乗り場
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きらりとひかる田園都市みさと論点

〈
内
容
〉法
改
正
に
よ
り
、こ
れ

ま
で
の「
特
定
空
家
等
」に
加
え

「
管
理
不
全
空
家
等
」が
定
義
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、用
語
の
追

加
を
行
う
も
の
な
ど
で
す
。

●「
特
定
空
家
等
」…
そ
の
ま
ま

放
置
す
れ
ば
倒
壊
等
著
し
く
保

安
上
危
険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
空
家
等

●「
管
理
不
全
空
家
等
」…
適
切

な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
に
よ
り
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ

ば
特
定
空
家
等
に
該
当
す
る
こ

と
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
空
家

等▽
本
会
議
や
委
員
会
で
は
、次

の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

問　
管
理
不
全
空
家
等
お
よ
び

特
定
空
家
等
と
判
断
さ
れ
る
可

能
性
の
あ
る
空
家
の
想
定
件
数

は
。 議

案
第
11
号　
三
郷
市
空
家
等

の
適
切
な
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

３月定例会に上程された議案のうち、特に市民の方々に関連の深い議案がどのように審査されたか、その要旨をお知らせします。

■�３月定例会には、市長から22議案が提出され、原案通り可決しました。■�３月定例会には、市長から22議案が提出され、原案通り可決しました。

空家の適切な管理で  安心・安全なまちへ空家の適切な管理で  安心・安全なまちへ
３月定例会

 2/26～3/15

論点論点

答　
管
理
不
全
空
家
等
は
約�

１
５
０
件
、特
定
空
家
等
は
約

20
件
で
あ
る
。

問　
管
理
不
全
空
家
等
と
認
定

さ
れ
た
空
家
等
の
所
有
者
に
対

し
、市
は
ど
の
よ
う
な
措
置
を

行
う
の
か
。

答　
所
有
者
等
に
対
し
改
善
を

促
す
た
め
、一
定
の
猶
予
期
間

を
設
け
な
が
ら
、助
言
、指
導
、

勧
告
と
い
っ
た
段
階
的
な
措
置

を
講
じ
る
。

問　
管
理
不
全
空
家
等
に
お
い

て
、土
地・建
物
そ
れ
ぞ
れ
所
有

者
が
異
な
る
場
合
や
、相
続
人

が
多
数
い
る
場
合
、市
は
ど
の

よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答　
土
地
と
建
物
の
所
有
者
が

異
な
る
場
合
に
は
、双
方
に
連

絡
を
取
り
、改
善
を
促
し
て
い

く
。ま
た
、相
続
人
が
多
数
い
る

場
合
に
つ
い
て
も
、住
民
票
や

戸
籍
情
報
な
ど
に
よ
り
相
続
人

を
調
査
の
う
え
、適
切
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
き
た
い
。

　
最
終
結
論
を
出
す
本
会
議

で
は
、常
任
委
員
長
が
委
員
会

の
審
査
内
容
を
報
告
し
ま
し

た
。

　
続
い
て
討
論・採
決
の
結
果
、

議
案
第
11
号
は
全
議
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。
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一般質問

防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
の

防
災
・
減
災
ま
ち
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
方
針
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
方
針
に
つ
い
て

 

議
員 　
過
去
に
起
こ
っ
た
震
災
や
豪
雨

災
害
を
教
訓
に
防
災
対
策
の
強
化
と
被

害
を
最
小
化
す
る
減
災
施
策
の
推
進
を

図
り
、「
市
民
の
生
命・身
体・財
産・暮
ら

し
を
守
る
防
災
都
市
の
実
現
」に
向
け
た

取
り
組
み
が
重
要
と
考
え
、そ
れ
ら
の
災

害
対
策
事
業
に
つ
い
て
現
状
と
今
後
の

施
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 
市
長 　
防
災・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

の
施
策
を
推
進
し
、都
市
の
安
全
性
を
段

階
的
に
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。今
後
も
強
靭
な
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

危
機
管
理
監 　
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」

が
一
体
と
な
っ
た
防
災
体
制
の
確
立
を

強
固
に
す
る
た
め
、地
域
防
災
力
の
向
上

を
目
指
し
、固
定
系
防
災
行
政
無
線
の
更

新
整
備
、「（
仮
称
）南
部
地
域
拠
点
防
災

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
」の
整
備
、ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
な
ど
、様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

 

建
設
部
長 　
引
き
続
き
三
郷
市
の
地
域

特
性
な
ど
を
踏
ま
え
、治
水
安
全
度
の
更

な
る
向
上
に
努
め
て
い
く
。

 

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長 　
今
後
も
災
害

　市民の要望を市政に反映させるための一般質問は、各種の
行政課題を取り上げて、３日間にわたり14人の議員が活発な
論戦を展開しました。 ※記事掲載は順不同。内容は一部抜粋しています。

市政に対する 一般質問
質 問 議 員

篠田　隆彦　　西村寿美枝　　齊藤　幹郎　　工藤智加子
深川　智加　　鳴海　和美　　渡邉　雅人　　柳瀬　勝彦
佐々木　修　　宇治由紀子　　加藤　英泉　　一色　雄生
佐藤　智仁　　寺沢　美紗

を
見
据
え
た
防
災
性
能
の
高
い
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

水
道
部
長 　
災
害
時
等
で
水
道
施
設
の

配
水
機
能
が
喪
失
さ
れ
た
際
で
も
、安
定

し
た
配
水
が
で
き
る
よ
う
県
水
直
送
管

整
備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。今
後
も

応
急
給
水
体
制
の
強
化
を
図
り
つ
つ
、管

路
の
耐
震
化
を
進
め
、災
害
に
強
い
水
道

を
構
築
し
て
い
く
。

 

消
防
長 　
令
和
８
年
４
月
１
日
開
始
の

共
同
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
で
は
、通
報
受

信
段
階
か
ら
災
害
情
報
の
一
元
管
理
が

で
き
る
こ
と
に
よ
り
、相
互
応
援
態
勢
が

構
築
さ
れ
、よ
り
効
果
的・効
率
的
な
応

援
態
勢
を
確
立
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
農
業
政
策
。

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
貸
出
し
を

Ｈ
Ｕ
Ｇ
の
貸
出
し
を

 

議
員 　
突
然
の
大
規
模
災
害
に
備
え

て
、地
域
で
避
難
所
の
開
設・運
営
訓
練

を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
が
、指
定

避
難
所
の
多
く
は
学
校
の
体
育
館
で
あ

る
こ
と
か
ら
、平
時
に
気
軽
に
訓
練
す
る

こ
と
は
難
し
い
。そ
こ
で
、机
上
で
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
訓
練
を
行
え
る

よ
う
考
案
さ
れ
た
の
が
、「
避
難
所
運
営

ゲ
ー
ム
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」で
あ
る
。こ
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ

を
市
民
主
体
で
開
催
で
き
る
よ
う
に
貸

出
し
す
る
こ
と
で
、「
共
助
」に
対
す
る
理

解
を
深
め
、防
災
に
取
り
組
む
人
材
の
裾

野
を
拡
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
。三
郷
市
の
こ
れ
ま
で
の
Ｈ
Ｕ
Ｇ

に
対
す
る
取
り
組
み
と
、市
民
へ
の
貸
出

し
に
つ
い
て
伺
う
。

 

危
機
管
理
監 　
本
市
で
は
、昨
年
７
月

に
市
の
指
定
避
難
所
参
集
職
員
を
対
象

に
、Ｈ
Ｕ
Ｇ
に
よ
る
避
難
所
開
設
運
営
訓

練
を
実
施
し
た
。災
害
時
に
は
救
援
物
資

の
受
け
入
れ
や
罹
災
証
明
書
の
交
付
な

ど
、様
々
な
業
務
が
発
生
し
、市
の
職
員

だ
け
で
は
避
難
所
運
営
が
困
難
で
あ
り
、

地
域
の
皆
様
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
。市

民
が
誰
で
も
避
難
所
を
運
営
す
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
ち
、Ｈ
Ｕ
Ｇ

に
よ
る
訓
練
を
経
験
し
て
イ
メ
ー
ジ
を

掴
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
、大
変
有
効
な
避

難
所
開
設
運
営
訓
練
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
な
ど
を
通
じ
て
、広
く
市
民
に
Ｈ
Ｕ
Ｇ

の
キ
ッ
ト
貸
出
し
を
周
知
し
て
い
き
た
い
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
こ
ど
も
政
策
問
題
な

ど
。

避難所開設運営訓練避難所開設運営訓練
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きらりとひかる田園都市みさと

用
の
一
部
を
援
助
す
る
も
の
だ
。物
価
高

騰
に
よ
り
、貧
困
と
格
差
が
ま
す
ま
す
広

が
っ
て
い
る
。必
要
な
支
援
が
届
く
よ

う
、制
度
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

国
の
基
準
に
は
ク
ラ
ブ
活
動
費
、Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
な
ど
の
項
目
が
あ
り
、そ
れ
ら
も
援

助
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、本
市
に
は

な
い
。ま
た
認
定
基
準
額
は
他
自
治
体
と

比
べ
て
低
く
、利
用
が
抑
制
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。3
点
伺
う
。①
実
施
状
況
②

項
目
の
拡
充
を
③
認
定
基
準
額
を
引
き

上
げ
、対
象
者
の
拡
充
を
。

 

学
校
教
育
部
長 　
①
本
市
に
お
け
る
就

学
援
助
費
の
認
定
状
況
は
、令
和
５
年
５

月
の
申
請
に
お
け
る
割
合
は
、小
学
校
全

体
に
対
し
て
７・
３
％
、中
学
校
全
体
に

対
し
て
、９・５
％
で
あ
る
。②
引
き
続
き

調
査・研
究
し
て
い
く
。③
生
活
保
護
の

認
定
状
況
に
よ
り
、要
保
護
世
帯
に
対
し

て
修
学
旅
行
費
の
就
学
援
助
費
支
給
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、市
全
体
で
の
支
援

と
し
て
は
広
く
行
っ
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
公
園
問
題
な
ど
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
　
　
配
布
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
配
布
事
業
に
つ
い
て

 

議
員 　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増

加
す
る
中
、同
居
家
族
の
い
な
い
高
齢
者

が
救
急
車
を
要
請
し
た
際
、迅
速
な
救
急

活
動
の
一
助
に
な
る
よ
う
救
急
医
療
情

報
キ
ッ
ト
を
無
料
で
配
布
し
て
い
る
。開

始
か
ら
14
年
目
を
迎
え
た
事
業
の
現
状

と
課
題
を
伺
う
。

 

い
き
い
き
健
康
部
長 　
こ
の
キ
ッ
ト
に

入
れ
る
用
紙
に
は
、か
か
り
つ
け
医
療
機

関・持
病・服
薬
内
容
等
の
情
報
を
本
人

が
記
載
し
、冷
蔵
庫
に
保
管
し
た
キ
ッ
ト

を
救
急
隊
員
が
取
り
出
し
搬
送
先
に
伝

え
る
仕
組
み
で
あ
る
。ひ
と
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
に
市
の
窓

口
や
民
生
委
員
を
通
じ
無
料
で
配
布
し

て
お
り
、現
在
１
，６
５
４
人
が
利
用
し

て
い
る
。消
防
本
部
と
は
申
請
書
に
記
載

の
氏
名
と
住
所
が
情
報
共
有
さ
れ
、出
場

時
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。キ
ッ
ト
の
定
期

的
な
情
報
更
新
は
課
題
で
あ
る
が
、国
に

お
い
て
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用

し
て
情
報
を
把
握
し
円
滑
に
搬
送
す
る

シ
ス
テ
ム
構
築
の
実
証
事
業
を
実
施
中

で
あ
る
。ま
た
、登
録
者
以
外
の
情
報
用

紙
を
救
急
隊
が
発
見
し
た
場
合
で
も
正

規
の
情
報
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。日
中
独

居
の
高
齢
者
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
で
も

必
要
な
方
に
は
配
布
を
行
っ
て
い
る
た

め
、情
報
共
有
の
面
か
ら
も
統
一
さ
れ
た

方
法
で
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
は

「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
は

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

わ
か
り
や
す
く
丁
寧
に

 

議
員 　
「
生
活
保
護
の
し
お
り
は
」は
生

活
保
護
を
申
請・利
用
す
る
際
の
案
内
書

で
あ
り
、生
活
に
困
窮
し
た
市
民
と
生
活

保
護
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
る
資
料
で

す
。生
活
保
護
の
こ
と
を
正
し
く
知
る
た

め
に
生
活
に
困
窮
す
る
市
民
を
救
済
す

る
立
場
で
、市
民
に
提
供
す
る
広
報
資
料

で
あ
り
、自
治
体
の
生
活
保
護
へ
の
姿
勢

が
如
実
に
現
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
行
の「
生
活
保
護
の
し
お
り
」は
５

ペ
ー
ジ
で
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、松
戸

市
の
し
お
り
は
17
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り
、字

を
大
き
く
し
て
わ
か
り
や
す
く
丁
寧
な

説
明
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。本
市
に
お
い

て
も
、生
活
保
護
を
利
用
す
る
権
利
の
具

体
的
な
記
述
、一
時
扶
助
が
あ
る
こ
と
、

資
産
な
ど
の
調
査
に
つ
い
て
詳
し
く
記

載
し
、わ
か
り
や
す
く
、丁
寧
な「
し
お

り
」に
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 

福
祉
部
長 　
生
活
保
護
の
し
お
り
に
つ

い
て
は
、制
度
改
正
時
は
も
と
よ
り
、常

に
利
用
者
に
必
要
な
情
報
を
適
切
に
提

供
で
き
る
よ
う
留
意
す
る
と
と
も
に
、面

接
時
等
に
お
い
て
、相
談
者
が
制
度
内
容

や
ル
ー
ル
等
の
ど
の
部
分
に
疑
問
を
生

じ
や
す
い
か
な
ど
を
認
識
し
、参
考
に
し

な
が
ら
随
時
更
新・
改
訂
を
行
っ
て
い

る
。保
護
の
し
お
り
は
相
談
面
接
時
の
み

な
ら
ず
、問
い
合
わ
せ
や
生
活
保
護
開
始

後
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
お
い
て
も
使
用

す
る
こ
と
か
ら
、他
市
の
状
況
も
参
考
に

し
つ
つ
、生
活
保
護
制
度
や
注
意
点
等
に

つ
い
て
相
談
者
、被
保
護
者
に
と
っ
て
わ

か
り
や
す
く
、見
や
す
い
内
容
と
な
る
よ

う
、引
き
続
き
改
善
に
努
め
て
い
く
。

 
そ
の
他
の
質
問 　
住
宅
問
題
な
ど
。

必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
、

必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
、

　
　
　
就
学
援
助
の
拡
充
を

　
　
　
就
学
援
助
の
拡
充
を

 

議
員 　
就
学
援
助
制
度
は
こ
ど
も
た
ち

が
安
心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
、入
学

用
品
費
、学
用
品
費
、給
食
費
な
ど
の
費

救急医療情報キット救急医療情報キット
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一般質問

喀
痰
吸
引
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
保

育
士
若
し
く
は
保
育
教
諭
の
配
置
そ
の

他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
」と
あ
り
ま
す
。三
郷
市
に
お
け
る
医

療
的
ケ
ア
児
の
保
育
所
で
の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
の
現
状
と
課
題
、ま
た
今
後
の

方
針
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

 

子
ど
も
未
来
部
長 　
令
和
５
年
８
月
に

「
保
育
所
に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
の
受

け
入
れ
及
び
実
施
に
係
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」を
策
定
し
、上
口
保
育
所
及
び
丹
後

保
育
所
の
２
つ
の
公
立
保
育
所
に
お
い

て
、看
護
師
の
常
時
２
名
配
置
や
職
員
研

修
な
ど
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
で

受
け
入
れ
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

一
方
、私
立
の
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園

等
の
保
育
施
設
に
お
い
て
は
、課
題
も
多

く
、受
け
入
れ
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
継

続
的
に
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
児
童
の

受
け
入
れ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、基
幹
保

育
所
と
位
置
付
け
て
い
る
公
立
保
育
所

の
う
ち
、引
き
続
き
２
施
設
に
お
い
て
専

門
的
な
対
応
が
取
れ
る
体
制
を
維
持
し

て
い
く
と
と
も
に
、私
立
保
育
園
等
で
の

受
け
入
れ
に
か
か
る
課
題
を
整
理
し
て

い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
学
校
教
育
問
題
に
つ

い
て
な
ど
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

　
　
　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
拡
充
に
つ
い
て

 

議
員 　
発
災
後
す
ぐ
に
必
要
に
な
る
の

は
ト
イ
レ
で
あ
り
、ト
イ
レ
の
備
蓄
は
最

優
先
で
あ
る
こ
と
を
こ
れ
ま
で
の
震
災
か

ら
学
ぶ
事
が
出
来
る
。被
災
直
後
に
用
を

足
せ
る
場
所
と
し
て「
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
」が
あ
る
が
、三
郷
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ・マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、公
園
な
ど

11
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。そ
の
多
く

は
放
水
路
北
側
で
あ
り
、南
は
県
の
施
設

で
あ
る
み
さ
と
公
園
し
か
な
い
。地
域
全

体
と
し
て
整
備
不
足
で
あ
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。特
に
、南
部
地
域
に
対
し

て
の
拡
充
が
急
務
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

 

市
長 　
市
で
も
、災
害
発
生
時
に
避
難

者
の
ト
イ
レ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
、マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
の
整
備
、簡
易
ト
イ
レ
等
の
備
蓄
な

ど
、問
題
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。ま
た
、来
年
度
に
は
ト
イ
レ

ト
レ
ー
ラ
ー
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
災
害
発
生
時
に
誰
も
が
安
心
、安

全
に
ト
イ
レ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、効
果
的
な
手
法
を
検
討
し
、避

難
所
の
衛
生
環
境
の
向
上
に
努
め
る
。

 

危
機
管
理
監 　
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

は
、現
在
11
か
所
の
公
園・公
共
施
設
等

に
設
置
さ
れ
て
お
り
、整
備
中
の（
仮
称
）

南
部
地
域
拠
点
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
に
も
６
基
設
置
予
定
で
あ
る
。今
後
も

新
規
で
整
備
す
る
公
共
施
設
や
公
園
へ

の
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い

て
、関
係
部
署
に
積
極
的
に
働
き
か
け
、

避
難
者
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
様
々
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
。

意
思
疎
通
支
援
に
つ
い
て

意
思
疎
通
支
援
に
つ
い
て

 

議
員 　
高
次
脳
機
能
障
が
い
や
視
覚
障

が
い
、聴
覚
障
が
い
等
、多
岐
に
わ
た
る

意
思
疎
通
支
援
を
必
要
と
す
る
方
へ
の

支
援
を
今
後
整
備
し
て
い
く
方
針
が
、三

郷
市
障
が
い
者
計
画・第
7
期
三
郷
市
障

が
い
福
祉
計
画・第
3
期
三
郷
市
障
が
い

児
福
祉
計
画（
案
）で
示
さ
れ
た
。具
体
的

な
支
援
と
し
て
他
市
で
広
が
り
つ
つ
あ

る
①
入
院
時
に
お
け
る
支
援
者
派
遣
等

の
支
援
、②
失
語
症
の
方
へ
の
支
援
者
派

遣
等
の
支
援
を
本
市
に
お
い
て
も
取
り

組
み
の
一
歩
目
と
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
市
の
見

解
は
。

 

福
祉
部
長 　
①
入
院
時
の
支
援
に
つ
い

て
は
円
滑
に
医
療
行
為
を
受
け
ら
れ
る
、

不
安
軽
減
に
繋
が
る
と
い
っ
た
効
果
が

期
待
さ
れ
る
為
、先
進
自
治
体
の
取
り
組

み
や
障
が
い
者
団
体
を
通
じ
て
支
援
者

や
障
が
い
当
事
者
へ
の
聞
き
取
り
等
を

参
考
に
検
討
し
て
い
く
。②
失
語
症
者

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、県
の
第
7
期

障
害
者
支
援
計
画
案
に「
失
語
症
者
へ
の

支
援
員
派
遣
を
行
う
市
町
村
を
県
が
支
援

す
る
」と
記
さ
れ
て
お
り
、そ
の
支
援
内
容

な
ど
に
つ
い
て
精
査
し
、検
討
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
教
育
問
題
。

医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
地
域
保
育
所
で
の

医
療
的
ケ
ア
児
な
ど
地
域
保
育
所
で
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

受
け
入
れ
に
つ
い
て

 
議
員 　
仕
事・
子
育
て
両
立
支
援
事
業

に
お
け
る
医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
、「
医
療
的
ケ
ア
児
が
適
切

な
医
療
的
ケ
ア
そ
の
他
の
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、保
健
師
、助

産
師
、看
護
師
若
し
く
は
准
看
護
師
又
は

マンホールトイレの一例マンホールトイレの一例
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きらりとひかる田園都市みさと

よ
う
だ
。奈
義
町
は
平
成
の
大
合
併
を
拒

否
し
て
、単
独
町
制
を
決
め
た
２
０
０
２

年
、人
口
減
少
の
危
機
感
か
ら
、ま
ず
議

員
定
数
削
減
の
改
革
を
断
行
し
て
１
億

５
，６
０
０
万
円
の
予
算
を
捻
出
し
、こ

れ
を
最
初
の
原
資
と
し
て
、段
階
的
に
若

者・子
育
て
世
代
向
け
施
策
を
拡
充
し
、

現
在
も
全
施
策
を
人
口
維
持
に
振
り
向

け
る
姿
勢
を
明
確
に
し
、高
い
出
生
率
が

維
持
さ
れ
て
い
る
。本
市
に
お
い
て
も
身

を
切
る
改
革
で
議
員
定
数
を
減
ら
し
、議

会
費
用
の
削
減
分
を
少
子
化
対
策
に
上

乗
せ
し
、人
口
増
加
の
諸
策
を
講
じ
た
ら

ど
う
か
と
考
え
る
が
、市
長
の
見
解
は
。

 

市
長 　
少
子
化
対
策
は
大
変
重
要
な
施

策
で
あ
り
、本
市
に
お
い
て
は
、４
月
１

日
か
ら「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」を
設

置
し
、国・県
の
各
種
補
助
金
を
活
用
し

な
が
ら
子
育
て
に
関
す
る
各
種
施
策
を

充
実
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
に
は
、地
域
の
ご
意
見
な

ど
を
市
政
へ
届
け
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
か
ら
、人
口
規
模
に
見
合
っ
た
一
定

数
の
人
数
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。議
員
定
数
削
減
に
あ
た
っ
て
は
、

以
前
か
ら
議
会
に
お
い
て
議
論
が
あ
る

こ
と
か
ら
、推
移
を
見
守
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
廃
校
舎
利
用
な
ど
。

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
つ
い
て

 

議
員 　
災
害
発
生
時
、飼
い
主
が
犬
や

猫
等
を
連
れ
て
避
難
所
に
避
難
す
る
同

行
避
難
が
あ
る
。そ
の
際
、ペ
ッ
ト
が
苦

手
な
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
へ
の

配
慮
を
含
め
、多
く
の
避
難
者
を
不
安
や

混
乱
を
さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う

た
め
、ペ
ッ
ト
を
連
れ
た
避
難
者
向
け

に
、ま
ず
初
動
と
し
て
何
を
行
う
の
か
、誰

が
何
の
役
割
を
す
る
の
か
、な
ど
が
詳
細

に
記
載
さ
れ
て
い
る
ス
タ
ー
タ
ー
キ
ッ
ト

等
の
仕
組
み
が
避
難
所
に
必
要
だ
と
思

う
。①
避
難
所
の
準
備
と
対
策
は
。②
飼
っ

て
い
な
い
方
へ
の
周
知
の
必
要
性
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

 

危
機
管
理
監 　
①
飼
い
主
が
責
任
を

持
っ
て
世
話
を
す
る
こ
と
、ル
ー
ル
を
守

る
こ
と
を
原
則
と
し
て
、全
て
の
避
難
所

に
お
い
て
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
に
対
応

で
き
る
よ
う
準
備
を
し
て
い
る
。ス
タ
ー

タ
ー
キ
ッ
ト
は
、整
備
さ
れ
る
事
に
よ
り

誰
で
も
取
る
べ
き
行
動
が
可
視
化
さ
れ
、

初
動
の
混
乱
を
避
け
る
こ
と
が
出
来
る

こ
と
か
ら
、ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
理
解
に

繋
が
る
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
導
入
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。②
飼
っ
て
い
な

い
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、広
報
み
さ
と
や
防
災

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
も
広
く
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
情
報
発
信
。

小
中
学
入
学
の
案
内
と
同
送
さ
れ
る

小
中
学
入
学
の
案
内
と
同
送
さ
れ
る

予
防
接
種
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

予
防
接
種
の
チ
ラ
シ
に
つ
い
て

 

議
員 　
小
学
校
中
学
校
新
入
学
の
案
内

の
封
筒
に
予
防
接
種
を
促
す
内
容
の
チ

ラ
シ
が
同
封
さ
れ
て
い
る
が
、小
中
学
入

学
時
に
接
種
が
義
務
と
さ
れ
て
い
る
予

防
接
種
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。こ
の
よ
う

な
送
付
は
入
学
前
に
接
種
を
し
な
け
れ

ば
と
い
う
誤
解
や
圧
力
を
与
え
て
い
る
。

な
か
で
も「
接
種
す
べ
き
」と
記
載
さ
れ

て
い
る『
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
』に
つ

い
て
は
、現
在
、全
国
4
か
所
で
１
２
９

名
の
若
い
女
性
が
訴
訟
中
で
あ
り
、体
調

不
良
の
子
ど
も
な
ど
深
刻
な
有
害
事
象

の
可
能
性
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。ワ
ク

チ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
に
偏
ら
な
い
公
平
公
正

な
情
報
の
提
示
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。

 

い
き
い
き
健
康
部
長 　
入
学
前
に
義
務

と
な
っ
て
い
る
予
防
接
種
は
な
い
。小
中

学
校
へ
の
入
学
と
い
う
新
し
い
集
団
に

属
す
る
状
況
、タ
イ
ミ
ン
グ
に
お
い
て
、

様
々
な
疾
病
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
、法

令
に
定
め
ら
れ
た
対
象
期
間
に
接
種
で

き
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す

る
チ
ラ
シ
を
、入
学
の
案
内
通
知
に
同
封

し
て
送
付
し
て
い
る
。接
種
は
義
務
で
は

な
い
こ
と
を
踏
ま
え
、チ
ラ
シ
の
内
容
等

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
歴
史
教
育
問
題
。

議
員
定
数
削
減
を

議
員
定
数
削
減
を

 

議
員 　
全
国
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
、

１・
２
６
、本
市
は
１・
３
だ
が
、岡
山
県

の
人
口
６
，０
０
０
人
足
ら
ず
の
奈
義
町

は
、２
０
１
９
年
の
出
生
率
が
２・
９
５

ま
で
回
復
し
、少
子
化
対
策
の「
奇
跡
の

ま
ち
」と
し
て
そ
の
関
心
は
高
く
、総
理

大
臣
を
は
じ
め
全
国
の
自
治
体
や
議
会

の
視
察
が
絶
え
ず
、「
子
育
て
応
援
宣
言

の
町
」は
、月
に
10
件
近
い
視
察
が
あ
る
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北児童館の遊戯室北児童館の遊戯室

と
き
に
、生
徒
数
の
増
減
に
合
わ
せ
て
部

活
の
新
設
や
削
減
が
追
い
付
い
て
い
な

い
た
め
に
十
分
な
練
習
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
や
、教
員
の
多
忙
化
な
ど
が
本
市

の
部
活
動
の
地
域
移
行
の
理
由
の
一
つ

と
し
て
考
え
ら
れ
る
が
、部
活
動
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

 

学
校
教
育
部
長 　
部
活
動
の
指
導
は
、

一
部
、外
部
指
導
者
で
実
施
し
て
い
る

が
、ほ
ぼ
全
て
の
部
活
動
は
教
員
が
指
導

を
行
っ
て
い
る
。課
題
は
、部
員
数
の
減

少
に
よ
り
複
数
校
合
同
部
活
動
を
実
施

せ
ざ
る
を
得
え
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
こ
と
、競
技
経
験
の
な
い
教
員
が
指
導

を
行
っ
て
い
る
こ
と
、ま
た
、教
員
の
勤

務
時
間
増
大
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。教
育
委

員
会
で
は
、月
に
一
度
、市
内
の
中
学
生

が
参
加
で
き
る
地
域
ク
ラ
ブ
の
試
行
を

実
施
し
て
お
り
、今
後
は
、試
行
に
よ
る

成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
、生
徒
が
安
心
し

て
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
参
加
で
き
る
取

組
に
努
め
て
い
く
。

一般質問

三
郷
中
央
エ
リ
ア
に

三
郷
中
央
エ
リ
ア
に児童

館
を
！

児
童
館
を
！

 

議
員 　
本
市
は
埼
玉
県
の
中
で
も
、Ｔ

Ｏ
Ｐ
５
に
入
る
マ
ン
モ
ス
小
学
校
が
2

校
も
あ
る
地
域
に
も
関
わ
ら
ず
、三
郷
中

央
地
区
は
児
童
館
が
な
く
て
困
る
。と
い

う
声
を
、保
護
者
や
職
員
か
ら
話
を
聞

く
。し
か
し
、日
本
全
体
的
に
、学
校
や
公

共
施
設
を
多
く
作
っ
て
し
ま
い
、新
し
い

施
設
を
作
る
の
は
控
え
る
。と
い
う
流
れ

も
あ
る
。そ
こ
で
、空
き
家
や
空
き
店
舗
、

公
共
施
設
の
空
き
時
間
の
活
用
な
ど
、弾

力
的
な
運
用
を
行
う
こ
と
で
、児
童
館
の

役
割
を
持
つ
場
所
を
作
り
出
す
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

 

市
長 　
三
郷
中
央
地
区
は
、子
育
て
世

帯
な
ど
の
多
く
の
方
が
転
入
し
て
い
る
。

こ
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
は
、総
合
的

に
検
討
し
て
い
く
。

 

子
ど
も
未
来
部
長 　
市
内
に
は
北
児
童

館
、早
稲
田
児
童
セ
ン
タ
ー
、南
児
童
セ

ン
タ
ー
の
3
つ
の
児
童
館
が
あ
り
、五
感

を
育
て
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。３
館
合

計
で
令
和
4
年
度
は
４
万
２
，７
６
１

名
、令
和
5
年
度
は
6
万
５
，０
０
０
名

の
利
用
が
あ
っ
た
。児
童
館
が
な
い
地
域

で
は
、令
和
3
年
度
か
ら「
移
動
児
童
館
」

を
実
施
し
て
い
る
。三
郷
中
央
地
区
の
こ

ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
は
認
識
し
て

い
る
。今
後
に
つ
い
て
は
、既
存
の
施
設

を
活
用
し
た
こ
ど
も
向
け
の
事
業
を
開

催
す
る
な
ど
工
夫
し
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
教
育
問
題
な
ど
。

市
内
窓
口
に
お
け
る

市
内
窓
口
に
お
け
る

　
　
　
　
取
扱
い
に
つ
い
て

　
　
　
　
取
扱
い
に
つ
い
て

 

議
員 　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
を
通
し
て
生
活
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
変
革

す
る
こ
と
だ
が
、行
政
に
も
徐
々
に
事
業

展
開
し
て
い
る
。本
市
で
も
税
の
窓
口
払

い
と
し
て
セ
ル
フ
レ
ジ
が
導
入
さ
れ
た

が
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
」で
は
、こ
う
し

た
取
引
が
容
易
に
で
き
る
環
境
を
整
え

て
い
く
こ
と
は
有
効
で
あ
る
。①
本
市
で

の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。②
海
外
で
は

ポ
ケ
ッ
ト
チ
ェ
ン
ジ
と
い
う
サ
ー
ビ
ス

も
あ
る
が
、埼
玉
県
内
に
も
導
入
が
必
要

で
は
な
い
か
、本
市
の
考
え
を
伺
う
。

 

財
務
部
長 　
①
市
役
所
１
階
の
窓
口
に

は
、各
種
証
明
書
の
発
行
手
数
料
を
支
払

う
た
め
の
現
金
及
び
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
マ
ネ
ー
な
ど
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
が
可
能
な
セ
ミ
セ
ル
フ

レ
ジ
を
導
入
し
て
い
る
。ま
た
、市
税
に

つ
い
て
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
た
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
に
よ
る
納
税
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。②
外
貨
に
よ
る
納
税
は
、

日
本
に
お
け
る
通
貨
が
法
律
に
よ
り
円

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
で
き
な
い
が
、

納
税
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、今
後
と

も
努
め
て
い
く
。

 

そ
の
他
の
質
問 　
医
療
問
題
な
ど
。

中
学
校
部
活
動
の

中
学
校
部
活
動
の

　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題

　
　
　
　
　
　
現
状
と
課
題

 
議
員 　
市
内
に
は
８
つ
の
中
学
校
が
あ

る
が
、地
域
に
よ
っ
て
生
徒
数
の
増
減
に

大
き
な
差
が
生
じ
て
い
る
。三
郷
中
央
駅

に
学
区
が
隣
接
し
て
い
る
北
中
学
校・栄

中
学
校
は
、今
後
ま
す
ま
す
生
徒
数
が
増

加
す
る
見
込
み
だ
が
、他
の
６
校
は
既
に

生
徒
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。部
活
に
参

加
し
て
い
る
生
徒
の
適
正
化
を
考
え
た
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きらりとひかる田園都市みさと審議結果と賛否

第１回臨時会及び３月定例会の審議結果と賛否をお知らせします

会派名（人数） 所属議員名

新政会（8） 武居�弘治、篠田�正巳、佐々木�修、田上�広子、
宇治�由紀子、篠田�隆彦、齊藤�幹郎、寺沢�美紗

21世紀クラブ（6） 菊名�裕、岡庭�明、加藤�英泉、柳瀬�勝彦、
渡邉�雅人、一色�雄生

公明党（5） 鈴木�深太郎（議長）、酒巻�宗一、佐藤�睦郎、
鳴海�和美、西村�寿美枝

日本共産党（3） 工藤�智加子、佐藤�智仁、深川�智加
ネットワークみらい（1） 市川�文雄

政志会（1） 佐藤�裕之

■第１回臨時会
号 件             �名 結果 新政会 21世紀

クラブ 公明党 日本
共産党

ネットワーク
みらい 政志会

市
長
提
出

議
案 1 令和５年度三郷市一般会計補正予算（第６号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

○＝賛成　×＝反対

※議長は採決に加わっていません。
※このほか要望２件がありました。

■３月定例会
号 件             �名 結果 新政会 21世紀

クラブ 公明党 日本
共産党

ネットワーク
みらい 政志会

市
長
提
出
議
案

2 三郷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
3 三郷市犯罪被害者等支援条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
4 三郷市運動公園の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
5 三郷市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
6 三郷市介護保険条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇

7 三郷市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 三郷市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 三郷市こども医療費支給に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10三郷市公共下水道事業の設置等に関する条例、三郷市水道事業の設置等に関する条例及び三郷市監査委員条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11三郷市空家等の適切な管理に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
12三郷市水道事業給水条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
13三郷市児童クラブ設置及び管理条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
14令和５年度三郷市一般会計補正予算（第７号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
15令和５年度三郷市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇
16令和６年度三郷市一般会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
17令和６年度三郷市国民健康保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
18令和６年度三郷市介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
19令和６年度三郷市後期高齢者医療特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
20令和６年度三郷市上水道事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
21令和６年度三郷市公共下水道事業特別会計予算 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇
22 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇
23 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
員
提
出

議
案 24 若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請
願 1 学校給食の無償化を求める請願書 不採択 × 〇 × 〇 × ×
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議会あれこれ①　請願

①①

●�子どもたちを大切にしようという思いであることから、しっかりと議論していく必要がある。請願事項
の「国・県に対して小中学校の給食費を無償化するよう強く働きかけてください」は、本市においては、
行動は取っている。本来、国がイニシアチブを取ることが基本であり、近いうちに動くのではないかと
予測している。三郷市議会としても、国に対して要望書を出すことについて、早急に取り上げるべきと
考える。

●�最初から小・中学校全てではなく、２人目、３人目のお子さんの給食費無償化や、中学校より小学校から
先行し実施するなど、段階的な運用として行っていくことは予算ベースとしては十分に可能なのでは
ないか。

●�三郷市議会として、国に給食費の無償化を強く求める文言が入った意見書を既に提出しており、市長か
らも、国に要望として働きかけていることを確認している。給食費無償化に関しては賛成だが、国が国
の課題と捉え、国の予算で実施すべきである。こども家庭庁の「こども戦略未来会議」で給食費無償化の
施策や案は第１項目として取り上げていることから、国も課題として認識していると実感している。本
市の限りある予算は、子どもから高齢者まで、皆(みな)に平等な使い方をするべきであり、給食費無償
化は、国が予算化し、実施するべきものと考える。

常 任 委 員 会 で の 主 な 意 見

市民要望としての請願が３月定例会に１件提出されました。結果をお知らせします。

請願第１号　「学校給食の無償化を求める請願書」

請  願請  願

請願者　新日本婦人の会�三郷支部�　支部長　関口�とし子

請願結果　不採択
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◆�子育て世帯が受ける恩恵は多大であると認識しているが、本市で給食費無償化とした場合、約６億円の
経費が必要とされる。よって、現在ある公共サービスの低下、給食の質や量の低下が懸念されるのでは
ないか。子どもたちが等しく、安心安全な給食を食べられる環境を保障するのは国の責務と考えること
から、市の財源からの無償化には反対である。

◆�国からの財政支援を待つまでもなく、努
力する自治体が存在する。無償化は予算
の約1％で実現できる。子どものために決
断が出来るかどうかだ。踏み出さなけれ
ば良い施策は実現しない。給食の質を確
保し、かつ安心して子どもを育てられる
よう、子育て世代の切実な願いである、学
校給食費の無償化を求める立場から、賛
成する。

本 会 議 で の 討 論



きらりとひかる田園都市みさと国・政府に要望・議会あれこれ②・人事案件

（
要
望
事
項
）

１
．�現
在
、濫
用
等
の
恐
れ
が
あ
る
医

薬
品
の
６
成
分
を
含
む
市
販
薬

を
販
売
す
る
際
、購
入
者
が
子
ど

も（
高
校
生・中
学
生
等
）で
あ
る

場
合
は
、そ
の
氏
名
や
年
齢
、使

用
状
況
等
を
確
認
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
、そ
の
際
、副
作

用
な
ど
の
説
明
を
必
須
と
す
る

こ
と
。

２
．�若
者
へ
の
薬
剤
の
販
売
に
お
い

て
、そ
の
含
有
成
分
に
応
じ
て
販

売
す
る
容
量
を
適
切
に
制
限
す

る
と
同
時
に
、対
面
か
オ
ン
ラ
イ

ン
通
話
で
の
販
売
を
義
務
づ
け
、

副
作
用
な
ど
の
説
明
と
合
わ
せ

て
、必
要
に
応
じ
て
適
切
な
相
談

窓
口
等
を
紹
介
で
き
る
体
制
を

整
え
る
こ
と
。

３
．�濫
用
の
恐
れ
が
あ
る
薬
の
指
定

を
的
確
に
進
め
る
と
同
時
に
、身

分
証
に
よ
る
本
人
確
認
の
ほ
か
、

繰
り
返
し
の
購
入
に
よ
る
過
剰

摂
取
を
防
止
す
る
た
め
に
、販
売

記
録
等
が
確
認
で
き
る
環
境
の

整
備
を
検
討
す
る
こ
と
。

４
．�若
者
の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
に
は
、

社
会
的
孤
立
や
生
き
づ
ら
さ
が

背
景
に
あ
る
た
め
、オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
を
孤
独・孤
立
の
問
題
と

し
て
位
置
づ
け
、若
者
の
居
場
所

づ
く
り
等
の
施
策
を
推
進
す
る

こ
と
。

議
案
第
24
号　
若
者
の
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
（
薬
物
の
過
剰
摂
取
）
防

止
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

国・政
府
に
要
望

国・政
府
に
要
望

３
月
定
例
会
で
は
１
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

公益にかかわることについて、
議会が意思決定機関として意
見をまとめ、議決し、国等の
関係機関へ「意見書」として
要望などをすることです。

「意見書」とは…

【視察研修を行いました】
○�「新政会」…１月15日に京都府宇治市の「宇治市のりあい交通事業」について、16日に京都府
京都市の「さすてな京都（京都市南部クリーンセンター環境学習施設）」について、17日に京
都府京田辺市の「産前・産後ホームヘルパー派遣事業」について。

○�「公明党」…１月17日に愛知県北名古屋市の「地域回想法」について、18日に愛知県大府市の
「おおぶ子ども・子育て八策」について、19日に愛知県長久手市の「ペーパーレス会議システ
ム・議会のタブレット端末導入」について。

【他市からの行政視察がありました】
○�「陸上競技場公園（セナリオハウスフィールド三郷）」について…１月19日に久喜市議会福
祉健康常任委員会。

○「インクルーシブ公園整備事業」について…１月23日に島根県益田市議会福祉環境委員会。

②②

〇�固定資産評価審査委員会委員の
選任に同意しました。

人事案件

浅賀　正行 氏（高州一丁目）
堀切　茂友 氏（上口一丁目）

【議会の詳細は「会議録」で】
　三郷市議会ホームページまたは、市役所内の市政情報コー
ナー、図書館などで「会議録」を閲覧することができます。な
お３月定例会の会議録は５月下旬に更新する予定です。
▶�会議録速報版を公開…閉会から１か月を目安に、ホーム
ページにてPDF形式で公開していますのでご覧ください。

URL　https://ssp.kaigiroku.net/tenant/misato/SpTop.html

三郷市議会　会議録 検索

みさと市議会だより  第197号みさと市議会だより  第197号
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議会を傍聴しませんか

議 会 を 傍 聴 し ま せ ん か
　議会傍聴は議会活動に触れることができる最も身
近な方法です。市政への理解を深めていただくため
にも傍聴をしてみませんか。
※�傍聴の際に手話通訳を希望されるかたは、傍聴希
望日のおおむね14日前までに議会事務局までお
申し込みください。

問い合わせ　議会事務局　☎ �048（930）7768
FAX048（953）1358

令和６年６月定例会の予定表

月日 曜日 会議別

6/3 月 本会議
（議案説明・
質疑など）6/5 水

6/6 木 委員会

6/11 火

本会議
（議案採決・
一般質問など）

6/12 水

6/13 木

6/14 金

※�正式には市長の招集告示を受け、議会
運営委員会を経て、開会日の本会議で
決定します。

★�傍聴されるかたは、�議長、�係員の指示に従ってくだ
さい。

傍聴のルール
⑴�騒ぎ立てたり、拍手をするなど可否を表明したり、
迷惑となるような行為をしないでください。

⑵�みだりに立ち上がるなど、威圧的な行為をしない
でください。

⑶�携帯電話・カメラ・録音機等の電源はお切りくだ
さい。

⑷飲食または喫煙をしないでください。
⑸�その他、議場の秩序を乱し、または会議の妨害と
なるような行為をしないでください。

次回の６月定例会は６月３日（月）午前10時に開会予定です。

　傍聴席に、発言内容をリアルタイムで　傍聴席に、発言内容をリアルタイムで
表示する字幕モニターを設置しました。表示する字幕モニターを設置しました。

～ライブ字幕表示を始めました～～ライブ字幕表示を始めました～

傍聴 Q&A
Ｑ ．議会を傍聴したいのですが、どのような手続き

をするのですか。
Ａ�．�本会議は原則として、どなたでも傍聴ができます。
　　�通常は午前10時から会議が開かれますので、
本庁舎７階傍聴席入口で氏名・住所を記入して
から傍聴してください。なお、委員会の傍聴は
委員長の許可が必要となり、６階議会事務局で
受付します。

Ｑ ．車椅子でも、議会の傍聴はできますか。
Ａ�．�車椅子のかたのためのスペース（３席）があり
ます。

Ｑ ．子どもと一緒に傍聴したいのですが。
Ａ�．お子さんの傍聴も可能ですが、小さなお子さんは保護者の同伴が必要です。

15みさと市議会だより  第197号みさと市議会だより  第197号
令和６（2024）年５月15日発行令和６（2024）年５月15日発行



きらりとひかる田園都市みさと

みさと市議会だより（第197号）
　発行／三郷市議会
　編集／議会だより編集委員会

〒341−8501
埼玉県三郷市花和田648番地１
TEL 048−930−7768（直通）　FAX 048−953−1358
URL  https://www.city.misato.lg.jp

共に思いやりの心を
インストラクター　40代　中央在住

　三郷市で子育てをしていて、とても
生活がしやすく、どこに行くにしても
アクセスが良くて、大変暮らしやすい
なと感じております。車を運転しなく
ても、電車で都心や近くのショッピン
グモールに行けるのはとても魅力だと
思います。一方で、オムツ替えや授乳
室の利用、子供の遊び場所、市の情報
など、もう少し配慮をしてくれればい
いのに・・・と感じる部分があります。
多くのことは望みませんが、より生活
の質が上がるように動いて欲しいです。

子育て世帯に笑顔を！
　主婦　70代　東町在住

　最近、給食費無料の葛飾区から転居
して来た子育て中の方が、毎月三人の
給食費が大変だと嘆いていました。小
学生二人と中学生で年間九万五千円を
超えるそうです。
　本来、給食は義務教育の中で食育と
して位置付けられ、どの子にとっても
みんな平等で一緒に食べる楽しい時間
のはずです。
　市内でも給食費無料の署名もたくさ
ん集まったときいています。給食費で
親たちが困ることなく、三郷が子ども
まん中で、子育てがしやすい市だと誇
れるようになって欲しいものです。

令和６年能登半島地震災害義援金について
　令和６年１月１日に発生した能登半島地震
により被災された皆様に対し、心よりお見舞
い申し上げます。
　三郷市議会では、一日も早い被災地の復旧・
復興を支援するため、１月24日、議員研究
会費（互助会費）から北信越市議会議長会経
由で義援金を送付しました。


